
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
で

は
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に

美
術
館
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
三
鷹
市
民
特
別
枠
を
設
け
て

い
ま
す
。

12
月
１
日
Ã
か
ら
１
・
２
・
３

月
分
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

◆
12
月
１
日
Ã
販
売
開
始
分

平

成
16
年
１
・
２
・
３
月
の
冬
季
休

館
日
（
12
月
26
日
〜
平
成
16
年
１

月
２
日
）
と
休
館
日
（
毎
週
火
曜

日
）
を
除
く
毎
日
、
午
前
10
時
入

場
と
午
後
２
時
入
場
の
枠
を
各
50

枚
、
合
計
100
枚
（
先
着
順
）。

◆
料
金

大
人
１
千
円
、
中
高
生

700
円
、
小
学
生
400
円
、
幼
児
（
４

歳
以
上
）
100
円

◆
購
入
枚
数

１
人
１
回
６
枚
ま

で
。

◆
市
民
特
別
枠
対
象
者

◇
三
鷹
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
て
い
る
方（
住
民
票
、

免
許
証
、
保
険
証
、
外
国
人
登
録

証
明
書
な
ど
で
証
明
で
き
る
方
）

市
民
の
文
化
の
祭
典
「
市
民
文

化
祭
」
は
今
年
で
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
49
年
創
立

以
来
、
市
の
文
化
振
興
に
貢
献
し

て
き
た「
三
鷹
市
芸
術
文
化
協
会
」

は
、
今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。こ

れ
を
記
念
し
、
姉
妹
市
町
で

あ
る
福
島
県
矢
吹
町
、
兵
庫
県
龍

野
市
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

「
交
流
作
品
展
」
と
「
交
流
芸
能

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
交
流
作
品
展

矢
吹
町
、
龍
野

市
、三
鷹
市
の
み
な
さ
ん
の
写
真
、

で
）
、
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U

で
。

◆
交
流
芸
能
大
会

第
１
部
と
第

３
部
で
芸
術
文
化
協
会
加
盟
の
14

団
体
に
よ
る
芸
能
、
第
２
部
で
は

龍
野
市
民
の
大
正
琴
と
矢
吹
町
民

の
日
本
舞
踊
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

▽
11
月
30
日
À
午
後
１
時
か
ら
、

三
鷹
市
公
会
堂
ホ
U
ル
で
。
先
着

778
人
。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、直
接
会
場
へ
。

∞
芸
術
文
化
協
会
ò
49
―
２
５

２
１
・
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３

１
６

◆
芸
術
文
化
セ
ン
タ
U

11
月
16

日
À
＝
謡
曲
・
仕
舞
大
会
（
午
前

10
時
30
分
）
・
午
後
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
（
午
後
２
時
）、
22
日
—

＝
今

宵
を
ジ
ャ
ズ
で
楽
し
く
（
午
後
６

時
30
分
）
、
23
日
è
＝
日
本
舞
踊

大
会
（
午
前
11
時
30
分
）
、
24
日

ï
＝
三
鷹
の
は
や
し
と
和
太
鼓
の

つ
ど
い
（
午
後
１
時
）

◆
三
鷹
市
公
会
堂

11
月
16
日

À
＝
03
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
午
後
５
時
）、
23
日
è
＝
三
鷹
歌

謡
音
楽
祭
（
午
前
10
時
30
分
）

▼
い
ず
れ
も
当
日
、直
接
会
場
へ
。

∞
芸
術
文
化
協
会
ò
49
―
２
５

２
１
・
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３

１
６

◆
市
内
文
化
財
め
ぐ
り=

11
月
23

日
è
午
前
10
時
（
雨
天
決
行
）
、

井
の
頭
公
園
玉
川
上
水
万
助
橋

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
入
口
前
）
集
合
。

コ
U
ス
は
松
本
訓
導
碑
〜
上
水
分

水
場
〜
大
盛
寺
〜
井
の
頭
弁
財
天

〜
お
茶
の
水
〜
公
園
水
門
〜
宮
下

橋
〜
牟
礼
神
明
神
社
〜
品
川
用
水

路
〜
新
川
天
神
前
。
講
師
は
三
鷹

市
文
化
財
め
ぐ
り
の
会
会
長
・
高

橋
豊
明
さ
ん
。

▼
芸
術
文
化
協
会
ò
49
―
２
５
２

１
へ
申
し
込
む
。
先
着
30
人
。
く

わ
し
く
は
高
橋
宅
ò
45
―
１
３
７

４
へ
。

松
竹
梅
の
寄
せ
植
え
を
作
っ

て
、
お
正
月
に
飾
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。寄
せ
植
え
は
根
が
あ
る
の
で
、

長
い
期
間
楽
し
め
ま
す
。
初
心
者

の
方
も
ど
う
ぞ
。

▽
12
月
９
日
Õ
fl
午
前
の
部
＝
午

前
10
時
〜
正
午
、
‡
午
後
の
部
＝

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
三

鷹
市
公
会
堂
別
館
１
階
で
。
講
師

は
野
草
盆
栽
研
究
家
の
山
根
景
子

さ
ん
。
参
加
費
２
千
円
。

▼
11
月
26
日
Œ
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
希
望
の
部
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181

―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
緑
と
公

園
課
」
へ
申
し
込
む
。
定
員
各
34

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
）。∞緑

と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

３
・
２
８
３
４

書
道
、美
術
の
力
作
90
点
を
展
示
。

▽
11
月
28
日
–
〜
30
日
À
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
（
30
日
は
５
時
ま

◇
三
鷹
市
に
在
勤
・
在
学
の
方

（
社
員
証
、
在
勤
証
明
書
、
学
生

証
な
ど
で
証
明
で
き
る
方
）

※
受
付
時
に
身
分
を
証
明
で
き

る
も
の
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

◆
初
日
（
12
月
１
日
Ã
）
の
販
売

◇
申
し
込
み

午
前
９
時
か
ら
受

付
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
引
換

午
前
11
時
〜

午
後
６
時
。

※
12
月
１
日
Ã
に
申
し
込
ん
だ

方
で
当
日
受
け
取
り
が
困
難
な
方

は
、
７
日
À
ま
で
引
き
換
え
期
間

を
延
長
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◇
受
付
・
販
売
場
所

三
鷹
産
業

プ
ラ
ザ
７
階

◆
12
月
２
日
Õ
以
降
の
販
売

◇
販
売
時
間

午
前
10
時
〜
午
後

６
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
販

売
）

◇
販
売
場
所

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

１
階
Ｍ
Ｙ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

∞
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
（
三
鷹

産
業
プ
ラ
ザ
・
下
連
雀
３
―
38
―

４
）
ò
40
―
９
６
６
９

市
内
の
小
学
生
が
描
い
た
絵

と
、
小
学
生
と
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
U

ジ
を
掲
載
し
た
「
平
和
カ
レ
ン

ダ
U
」
２
０
０
４
年
版
を
、
ご

希
望
の
方
に
配
付
し
ま
す
。

▼
12
月
１
日
Ã
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
平

和
カ
レ
ン
ダ
U
希
望
」
・
fl
住

所
・
‡
氏
名
・
·
年
齢
・
‚
電

話
番
号
・
„
受
取
希
望
場
所

（
市
役
所
ま
た
は
三
鷹
駅
・
東

部
・
西
部
・
三
鷹
台
の
各
市
政

窓
口
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
）

を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５
５
５

三
鷹
市
役
所
企
画
経
営
室
」
へ

申
し
込
む
。
１
世
帯
に
つ
き
１

部
ま
で
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

※
12
月
中
旬
に
配
付
予
定
。

く
わ
し
く
は
引
換
証
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
平
和
・
女

性
・
国
際
化
推
進
係
ò
内
線
２

１
１
５

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
で

は
、
11
月
19
日
Œ
か
ら
新
企
画
展

示
と
し
て
、
世
界
で
最
も
優
れ
た

ア
ニ
メ
U
シ
ョ
ン
作
家
の
一
人
と

い
わ
れ
、
高
畑
勲
監
督
も
絶
賛
す

る
、
ロ
シ
ア
の
ユ
U
リ
U
・
ノ
ル

シ
ュ
テ
イ
ン
の
展
示
を
開
催
し
ま

す
。映

画
用
に
描
か
れ
た
絵
画
の
ほ

か
、
撮
影
に
使
用
さ
れ
た
切
り
絵

素
材
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
、
さ

ら
に
今
回
の
企
画
展
示
の
た
め
に

描
き
お
ろ
さ
れ
た
作
品
が
、
館
内

各
所
を
彩
り
ま
す
（
特
別
な
展
示

室
は
設
け
ま
せ
ん
）
。
同
美
術
館

が
初
め
て
行
う
ジ
ブ
リ
作
品
以
外

の
企
画
展
示
に
、
ど
う
ぞ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
企
画
展
示
を
ご
覧
に
な
る
た

め
に
は
、
美
術
館
の
入
場
券
が
必

要
で
す
。

∞
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館

（
ご
あ
ん
な
い
ダ
イ
ヤ
ル
）
ò
０

５
７
０
―
０
５
５
７
７
７

三
鷹
市
・
筑
摩
書
房
主
催
、
三

鷹
い
き
い
き
プ
ラ
ス
事
務
局
協

力
。太

宰
治
賞
選
考
委
員
で
あ
り
、

三
鷹
市
に
お
住
ま
い
の
作
家
吉
村

昭
さ
ん
に
、
太
宰
治
賞
選
考
の
エ

ピ
ソ
U
ド
を
交
え
な
が
ら
、
「
作

家
の
生
き
方
」
を
テ
U
マ
に
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
講
演
会
は
「
太
宰
治
賞
事

業
」
と
「
高
齢
者
社
会
活
動
マ
ッ

チ
ン
グ
推
進
事
業
」
と
の
共
催
で

す
。

▽
11
月
22
日
—
午
後
２
時
〜
３

時
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
７
階
会
議

室
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
先
着
100

人
。※

講
演
会
終
了
後
、
「
高
齢
者

社
会
活
動
マ
ッ
チ
ン
グ
推
進
事

業
」
３
周
年
記
念
報
告
会
が
あ
り

ま
す
。

∞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
ò
内

線
２
５
１
７
・
高
齢
者
支
援
室
ò

内
線
２
６
２
７
・
三
鷹
い
き
い
き

プ
ラ
ス
事
務
局
ò
70
―
５
７
５
３

（
火
・
木
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
）

■
レ
ク
リ
エ
U
シ
ョ
ン
研
究
会

ご
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
U
シ
ョ
ン
の

企
画
を
立
て
、実
施
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
レ
ク
リ
エ
U
シ
ョ
ン
協
会
有

資
格
者
、
レ
ク
リ
エ
U
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
た
い
方
な
ど
募
集
。
毎
月

第
２
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、

主
に
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
U
で
。

∞
岡
宅
ò
48
―
８
０
４
１

■
花
絵
裕
花
グ
ル
U
プ

楽
し
く

語
ら
い
な
が
ら
、
季
節
の
草
花
、

干
支
、
節
句
な
ど
和
紙
を
ち
ぎ
り

色
紙
に
貼
り
ま
す
。
講
師
は
長
岡

裕
子
さ
ん
。
毎
月
主
に
第
２
水
曜

日
午
後
１
時
〜
４
時
、
新
川
中
原

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U
で
。
会

費
月
額
500
円
。

∞
大
山
宅
ò
48
―
２
４
４
２

■
ア
ユ
友
釣
り
の
会
（
つ
り
研
ク

ラ
ブ
）

対
象
は
三
鷹
市
在
住
の

20
〜
60
歳
の
方
。
初
心
者
歓
迎
。

シ
U
ズ
ン
４
回
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

釣
行
予
定
。
年
会
費
１
万
円
。

∞
秋
山
宅
ò
48
―
８
７
１
７

■
ラ
ビ
ッ
ト
・
十
三
和
会
（
ス
ト

レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
）

専
門

家
の
指
導
で
、
普
段
使
わ
な
い
筋

肉
を
使
い
、
リ
ズ
ム
で
脳
も
活
性

化
。
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
第
二
体
育
館
で
。
入
会

金
１
千
円
、会
費
月
額
１
千
500
円
。

∞
土
屋
宅
ò
43
―
７
５
３
２

（
夜
間
）

■
ラ
ル
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

音
楽

に
合
わ
せ
た
簡
単
な
有
酸
素
運
動

と
筋
力
ト
レ
U
ニ
ン
グ
・
ス
ト
レ

ッ
チ
ン
グ
で
ス
タ
ミ
ナ
づ
く
り

や
、
つ
ら
い
腰
痛
・
膝
痛
・
肩
凝

り
を
改
善
し
、
転
倒
予
防
。
講
師

は
秋
山
幸
一
さ
ん
。
毎
週
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
（
前
半
・

後
半
の
２
ク
ラ
ス
）
、
西
社
会
教

育
会
館
で
。
入
会
金
１
千
円
、
会

費
月
額
４
千
円
。

∞
五
十
嵐
宅
ò
32
―
２
０
２
７

■
高
山
ソ
フ
ト
バ
レ
U
ク
ラ
ブ

高
校
生
か
ら
中
高
年
の
男
女
対

象
。
柔
ら
か
い
ボ
U
ル
で
行
う
４

人
制
バ
レ
U
ボ
U
ル
で
、
楽
し
く

汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。体
験
歓
迎
。

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
45
分
〜
９

時
、
主
に
高
山
小
体
育
館
で
。
会

費
１
回
200
円
。

∞
和
田
宅
ò
48
―
０
６
９
１

■
フ
ォ
U
ク
ダ
ン
ス
「
赤
い
靴
」

世
界
各
地
で
踊
ら
れ
る
ダ
ン
ス

や
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
見

学
歓
迎
。
毎
週
土
曜
日
午
後
５
時

45
分
〜
８
時
30
分
、第
二
体
育
館
、

福
祉
会
館
で
。会
費
月
額
１
千
円
。

∞
杉
山
宅
ò
０
４
２
４
―
69
―

５
０
６
１

■
あ
じ
さ
い
歌
謡
会

楽
し
み
な

が
ら
唄
の
歌
唱
改
革
を
。
毎
月
第

１
・
３
火
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
U
で
。
入
会
金
３
千
円
、
会

費
月
額
３
千
円
。

∞
池
野
宅
ò
45
―
４
９
９
１

■
ス
テ
ッ
プ
＆
ス
テ
ッ
プ
（
社
交

ダ
ン
ス
）

プ
ロ
の
男
性
講
師
の

指
導
で
ス
タ
ン
ダ
U
ド
、
ラ
テ
ン

を
楽
し
く
練
習
。
現
在
50
〜
60
代

中
心
で
す
が
、
若
い
方
も
歓
迎
し

ま
す
。
毎
週
土
曜
日
午
後
７
時
〜

９
時
、
社
会
教
育
会
館
で
。
入
会

金
１
千
円
、
会
費
月
額
３
千
円
。

∞
羽
根
田
宅
ò
44
―
１
０
９
９

■
リ
コ
U
ダ
U
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ハ
ミ
ン
グ
バ
U
ド
リ
コ

レ
パ
U

ト
リ
U
は
主
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、

バ
ロ
ッ
ク
。
老
若
男
女
問
い
ま
せ

ん
。
見
学
歓
迎
。
毎
月
第
２
・
４

火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
調
布

市
婦
人
会
館
で
。
会
費
月
額
３
千

円
（
２
年
目
か
ら
４
千
円
）。

∞
中
村
宅
ò
41
―
６
８
７
５
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美
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市
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２
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３
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２
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３
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鷹
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３
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三
鷹
の
森
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ブ
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美
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館
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企
画
展
「
フ
ラ
U
ニ
ャ
と

ユ
U
ラ
展
」
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■
市
民
文
化
祭
開
催
中

２
０
０
４
年
版

平
和
カ
レ
ン
ダ
U
を
配
布

主
に
市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル

の
会
員
募
集
コ
ー
ナ
ー
。

◆
政
治
・
宗
教
活
動
、営
利
を
目
的
と

す
る
も
の
は
掲
載
不
可
。

◆
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
責
任
は
主

催
者
側
に
負
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
新
規
の
掲
載
希
望
や
前
回
の
掲
載

か
ら
間
隔
の
空
い
た
サ
ー
ク
ル
を
優

先
し
ま
す
。

◆
掲
載
は
原
則
６
カ
月
に
１
回
。

◆
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

〔
原
稿
受
付
¿
76
―
２
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０
〕

（
選
と
評
）

金
田
　
義
直

鳥
の
啼
く
朝
の
公
園
　
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
木

下
に
そ
の
花
拾
ふ
人
あ
り
　
八
島
　
靖
夫

【
評
】
朝
の
静
か
な
雰
囲
気
が
外
国
映

画
の
ワ
ン
シ
U
ン
の
よ
う
に
描
き
出
さ

れ
て
い
る
。
花
を
拾
っ
て
い
る
人
は
、

老
若
男
女
い
ず
れ
か
、
な
ど
と
想
像
し

て
み
る
の
も
楽
し
い
。

墨
汁
を
筆
に
た
つ
ぷ
り
含
ま
せ
て
ぐ
い
と

書
き
た
り
涼
し
き
午
後
に
　
棚
木
　
玲
子

【
評
】
上
の
句
の
力
強
い
表
現
が
よ
い
。

き
っ
と
素
晴
ら
し
い
字
が
書
け
た
こ
と

だ
ろ
う
。「
涼
し
き
午
後
に
」
は
ど
う

か
。

五
十
年
も
し
ま
ひ
忘
れ
ゐ
し
ラ
ブ
レ
タ
U

い
か
に
せ
む
か
と
思
案
す
る
な
り

大
平
　
牧
子

【
評
】
艶
な
る
悩
み
と
言
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
、
お
の
ろ
け
。
す
ら
っ
と
詠
っ

て
嫌
み
が
な
い
の
が
よ
い
。

レ
U
ス
糸
絡
ま
せ
た
や
う
な
カ
ラ
ス
ウ
リ

の
花
美
し
き
た
そ
が
れ
の
道

浅
野
　
寿
子

【
評
】
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
花
を
よ
く
見
て

詠
っ
て
い
る
が
、「
美
し
き
」
は
不
用
。

固
ゆ
で
の
蕗
の
皮
む
き
手
に
折
れ
ば
茎
よ

り
の
ぼ
る
香
り
し
た
し
も
　
松
村
美
恵
子

【
評
】
折
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
に
お

い
立
っ
た
蕗
。
そ
の
香
り
か
ら
、
蕗
の

皮
を
剥
く
母
を
想
い
出
し
て
の
、「
し

た
し
も
」
な
の
だ
ろ
う
。

台
風
の
去
り
し
夕
べ
を
高
層
の
西
壁
こ
と

ご
と
く
陽
に
輝
け
り
　
　
　
神
宝
満
智
子

【
評
】
普
段
は
何
の
変
哲
も
な
い
高
層

ビ
ル
の
壁
が
、
台
風
一
過
の
入
り
日
に

輝
き
、
美
し
く
変
貌
し
て
見
え
た
こ
と

へ
の
驚
き
が
よ
く
出
て
い
る
。

病
気
ゆ
ゑ
田
を
返
し
来
し
Ａ
さ
ん
は
最
後

の
稲
刈
り
を
明
日
す
る
と
言
ふ小

野
五
代
子

【
評
】
Ａ
さ
ん
は
さ
ぞ
無
念
で
あ
り
、

そ
れ
を
聞
い
た
作
者
も
ま
た
切
な
か
っ

た
に
違
い
な
い
。
両
者
の
想
い
が
「
最

後
の
稲
刈
り
明
日
す
る
と
言
ふ
」
に
凝

縮
し
て
い
る
。

三
鷹
短
歌
会
10
月
の
秀
歌

お
正
月
寄
せ
植
え

講
習
会

毎
年
大
好
評
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
U

ト
。
今
年
も
生
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▽
11
月
22
日
—
・
23
日
è
・
24
日

ï
、
い
ず
れ
も
午
前
11
時
30
分
か

ら
と
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
奥
多

摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
ふ
れ
あ

い
広
場
で
。
演
奏
は
都
民
交
響
楽

団
有
志
の
み
な
さ
ん
。
22
・
24
日

は
木
管
五
重
奏
、
23
日
は
弦
楽
四

重
奏
。

∞
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い

館
（
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町

原
５
番
地
、
Ｊ
Ｒ
奥
多
摩
駅
か
ら

西
東
京
バ
ス
で
20
分「
奥
多
摩
湖
」

下
車
す
ぐ
）
ò
０
４
２
８
―
86
―

２
７
３
１
・
三
鷹
市
水
道
部
業
務

課
ò
内
線
３
４
１
４

奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館

秋
の
奥
多
摩

ミ
ニ
コ
ン
サ
U
ト


